
 ＝ 近年，大規模化・多発化する自然災害 ＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害発生前に避難した人は

２７％であった。

 

39.826.726.415.7
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（％）
自宅の方が安全と思った避難勧告や指示がなかったこれまで災害が起きていないたいした雨ではない『建物の外に避難しなかった理由』（複数回答）
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（％）
自宅を危険と思った役場・消防等から直接勧められた市や町の避難の呼びかけがあった近所・自治会から勧められた激しい雨だった『災害前に避難したきっかけ』（複数回答）

 

台風・豪雨等（広島県被害者数） 2008.8  愛知県を中心に東海・関東・中国地方等で記録的な大雨       （福山市・東広島市で１時間雨量の観測史上１位を更新） 2008.1  豪雪（死者２名） 2006.9  台風１３号（死者・行方不明２名，住家全壊４棟） 2005.12  豪雪（死者４名，住家全壊３棟） 2004.9  台風１８号（死者５名，住家全壊２７棟）   2002.8  豪雨（死者３名，住家全壊１棟） 1999.9  台風１８号（死者５名，住家全壊２棟） 1999.6  豪雨（死者・行方不明３２名，住家全壊１０１棟） 
  時間雨量 50mm 以上の降雨の年間発生回数  

 

 

 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震【全国被害】 2008.6 岩手宮城内陸地震【死者・行方不明２３名，住家全壊２８棟】 2007.7 新潟県中越沖地震【死者１５名，住家全壊１３１９棟】 2007.3 能登半島地震【死者１名，住家全壊６８４棟】 2005.3 福岡県西方沖地震【死者１名，住家全壊１３３棟】 2004.10 新潟県中越地震【死者６８名，住家全壊３１７５棟】 2003.9 十勝沖地震【死者・行方不明２名，住家全壊１１６棟】 2003.7 宮城県北部地震【住家全壊１２７６棟】 2001.3 芸予地震【死者２名，住家全壊７０棟】 2000.10 鳥取西部地震【住家全壊４３５棟】 
 

  ○ 広島県において発生が危惧される地震及び想定被害の状況 平成 19 年３月報告書による被害 想定地震 地震 ﾀｲﾌﾟ 気象庁ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ M 今後 30 年以内の発生確率（＊1） 死者数 負傷者数 住家被害（全壊） 1) 東南海・南海地震 ﾌﾟﾚｰﾄ間 8.5 南海：50％ 東南海：60%～70% 約 30 人 約 710 人 約 5500 棟 2) 己斐断層による地震 地殻内 6.5 不明 約 800 人 約 12000 人 約 16000 棟 3) 五日市断層による地震 地殻内 7.0 不明 約 3400 人 約 19000 人 約 32000 棟 4) 岩国断層による地震 地殻内 7.6 0.03%～2% 約 1000 人 約 7600 人 約 18000 棟 5) 中央構造線(石鎚山北縁)による地震 地殻内 8.0 0%～0.3% 約 130 人 約 3000 人 約 5700 棟 6) 中央構造線(石鎚山北縁～伊予灘)による地震 地殻内 8.0 0%～0.3% 約 130 人 約 3000 人 約 5600 棟 7) 安芸灘～伊予灘の地震 ﾌﾟﾚｰﾄ内 7.25 40% 約 170 人 約 4400 人 約 5800 棟 どこでも起こりうる直下地震 地殻内 6.9 － － － －  ＊1：国の地震調査研究推進本部の公表値（算定基準日：平成 20 年 1 月 1 日） 
 

 

 
生き埋めや閉じ込められた際の救助状況 ～阪神・淡路大震災～ 

 誰が救助 割合 自助・共助・公助の別 自力 34.9％ 家族 31.9％ 自助 66.8% 近隣住民 28.1％ 通行人 2.6％ 共助 30.7% 救助隊 1.7％ 公助 1.7% その他 0.8％                 出典 (社)日本火災学会 
 

 

 

災害から人命を守るためには，「自助」・「共助」による速やかな対応が不可欠 
災害発生前には避難しなかった 災害発生前に避難した 

＊Ｈ１８年７月豪雨時において土砂災害が発生した１０地区に対するアンケート（国交省砂防部調査） 

近年の土砂災害に係る住民避難の実態 

（全国のアメダス地点1300 箇所より）  出典 国土交通省資料 
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